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日本最高峰のレースとなる日本選手権が東京・台場で開催された。
ここは2020年の東京オリンピックでもレース会場となる場所。2年後のメダルを夢見て、
日本のトップトライアスリートが集まった。そして、一番強いアスリート（選手権覇者）と、
今年1年を通して活躍したアスリート（NTTジャパンランキングシリーズチャンピオン）が決まった。

台場決戦は初優勝の高橋と北條に
シリーズチャンピオンには高橋と古谷





　8月31日（金）～9月2日（日）にインドネシア

のパレンバンで行われた第18回アジア競技大会

（2018／ジャカルタ・パレンバン）は、女子は高橋侑

子（富士通／東京）が、男子は古谷純平（三井住友

海上／東京）が金メダルを獲得。ミックスリレーで

は、佐藤優香（トーシンパートナーズ、NTT東日本・

NTT西日本、チームケンズ／山梨）、古谷、高橋、細

田雄一（博慈会／東京）のメンバーで金メダルに輝

き、日本はアジアの盟主の座を守った。

　続いて9月12日（水）～16日（日）にかけて行わ

れたITU世界トライアスロンシリーズグランドファイ

ナル（2018／ゴールドコースト）は、エリート女子

は上田藍（ペリエ・グリーンタワー・ブリヂストン・稲

毛インター／千葉）の21位、男子は古谷の26位が

最高位。U23女子は17位に久保埜南（トーシンパー

トナーズ・チームケンズ／山梨）、男子は16位に前

田凌輔（ベルリオ／愛知）、ジュニア女子は13位に

中山菜々美（立命館大学・AS京都）、男子は24位

に吉川恭太郎（立教新座高等学校／埼玉）、U23・ジュ

ニアミックスリレーは久保埜、前田、岸本新菜（福井

県スポーツ協会・稲毛インター／福井）、佐藤錬（福井

県スポーツ協会／福井）の4名で11位だった。

　同大会のオープンアクアスロンでは、男子30-34

歳の栗原正明（山梨）1位、50-54歳の富崎義明（沖

縄）3位、山本慈朗（千葉）8位、55-59歳のシュロ

スブリー・マーク（神奈川）1位。同エイジグルー

プスタンダードディスタンスでは、女子70-74歳の

三田伸子（広島）8位、同男子35-39歳の駒野悠太

（神奈川）6位、45-49歳の山本淳一（千葉）5位、

55-59歳のシュロスブリー8位、75-79歳の髙木茂

雄（大阪）3位、岩本俊信（東京）4位、田中欣二（山

口）8位、80歳以上の阪本一雄（大阪）2位、田中國

宣（熊本）4位という成績だった。

アジアの盟主を守ったが、
グランドファイナルでは不完全燃焼
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　そして10月14日（日）、日本最高峰のレースとな

る第24回日本トライアスロン選手権（2018／東

京・台場）を迎えた。戦いの舞台となる東京都港区

台場は、2020年の東京オリンピックでもレースコー

スとなる。

　朝方に降っていた雨が止む絶好のコンディショ

ンとなり、女子のレースはスイムを久保埜と瀬賀楓

佳（トーシンパートナーズ・チームケンズ／山梨）の

若手二人が先行して水から上がった。

　バイクでは、この二人に高橋、佐藤、岸本、池野み

のり（山梨学院大学）、西麻依子（東京都トライアス

ロン連合）を加えた7名が先頭集団を形成し、先頭

交替をくり返しながらリードした。

　ランに入ると、序盤から高橋と佐藤の一騎打ちと

なり、終始余裕を見せて走った高橋が佐藤を振り

切って優勝した。高橋は、「バイクから主導権を握

れて、ランの前半から佐藤選手の様子を見ていた。

2周目まで思った以上に余裕をもって走れたので、

最後は思い切って前へ出た」と、自分が思い描いた

レースができたことを語った。対する佐藤は、「これ

がいまの現状。負けには原因があるので、そこを修

正して来シーズンにつなげていきたい」とレースを

振り返った。

　3位の岸本は、今年のNTTASTCアジアU23ト

ライアスロン選手権（2018／蒲郡）1位、ASTCト

ライアスロンアジアカップ（2018／アルマトイ）1

位、NTTASTCトライアスロンアジアカップ（2018

／大阪城）2位となり、前週に開催された第73回

国民体育大会でも3位に入っている。岸本は、「前

を行く久保埜選手との競り合いが怖かった。追い

高橋は
余裕の走りで優勝
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ついた勢いで抜かさないとチャンスはないと思い、

スピードを上げて勝負した。最後は気持ちで走っ

た。好調が今年で終わらないよう、来年はもっとハ

イレベルなレースができるように頑張る。ラン後

半でいかに粘るかが今後の課題」と、表彰台獲得を

喜んだ。

　その他上田は、バイクの第2集団からランラップ

3位の速さで追い上げ、6位に入った。

　男子のレースは、スイムをトップで泳いだ古谷を

前田が追う展開。その後を山本康貴（立命館大

学・AS京都）、小田倉真（三井住友海上／東京）、

北條、吉川、石塚祥吾（日本食研／愛媛）、望月満帆

（甲府一高・チームケンズ山梨／山梨）、佐藤錬、

細田、杉原賞紀（日本旅行／茨城）が追い、続 と々ト

ランジションに駆け込んだ。

　バイクに入ると小田倉がメカアクシデントで後

退、そして望月、杉原も脱落し、古谷、北條、吉川、

石塚、佐藤、細田、山本、前田の８名がトップ集団を

形成して逃げ続けた。

　勝負はランに持ち込まれたが、いち早く飛び出し

たのは北條。他を寄せ付けないスピードでみるみる

うちに前へ出て、後続を引き離す。追いかけるのは

細田と古谷の二人だったが、最後まで北條に追いつ

くことができず、北條が初優勝を飾った。

　2週間前のNTTASTCトライアスロンアジアカッ

プ（2018／村上）でも優勝し、日本選手権前日の

記者会見で「田山寛豪選手から『お台場男』を引き

継ぐ」と宣言した北條は、「ランで最初からガンガン

岸本、北條
若手の台頭
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行くのは、今年の勝ちパターンだったから、自信を

もって行けた。ASTCトライアスロンアジアカップ

（2018／ソクチョウ）ではランで追いつかれてし

まったので、もっと速く走ろうと思っていた。ここお

台場は応援が後押ししてくれてペースが持続できた

ので、タイムが良かった。自信になった」と、地の利を

味方に付けて勝てたことを手放しで喜んだ。

　北條の後を追った古谷と細田の2位争いは、最

後に古谷が引き離して2位に入った。前日の記者

会見で「優勝を狙う。『お台場男』は北條じゃなく

て俺」と言っていた古谷は、「今日の北條は強かっ

た。ランの始めで一気に先行するというのは想定

内だったから、ラン前半で追いつけたら、後の2周

で勝てるだろうと思って前半は抑えて入った。で

も、北條が想像を越えるペースで粘った。今日は

おめでとうと言おう」と北條の走りに脱帽の様子

だった。

　細田は、「トップを取るつもりでレースに臨んだ。

しかし、北條のペースではいまはまだ走れない。

古谷も優勝を狙っているのは分かっていたので、

ペースの上げ下げでチャンスをうかがったが3周

目に逆に先行されてしまった」と、自身が万全では

なかったことを悔やんだ。

　この日本選手権の結果、2018年のNTTジャパ

ンランキングチャンピオンも決定した。女子は、1

年間安定した力を発揮した高橋がトップとなり、ダ

ブルタイトルを獲得した。2012年シーズンに続

いて2度目のランキングチャンピオンとなった高橋

は、「2冠を狙っていたので、素直にうれしい。今年

は、1年を通じて良いステップになった」と、アメリ

カ・サンディエゴに拠点を移してからのトレーニン

グに手応えを感じたようだった。

「お台場男」は北條に
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高橋はダブルタイトル、
古谷は3年連続
　3年連続3回目のチャンピオンとなった古谷は、

「3年連続でジャパンランキングチャンピオンが取

れた。このタイトルは、1年を通じて一番戦えた選

手だということなので、本当にうれしい。アジア大

会も勝ったので、実は日本選手権も取りたかった。

高橋選手のダブルタイトルはすごいこと」と、悔しさ

を交えて語った。

　2018NTTジャパンランキングは、高橋、古谷の

優勝のほか、女子は2位に佐藤優香、3位には上田

が入り、男子は2位が北條、3位が佐藤錬となった。

　11月10日（土）には、ITUトライアスロンワール

ドカップ（2018／宮崎）が開催される。このレー

スには、女子は上田、高橋、井出樹里（スポーツクラ

ブNAS／神奈川）、岸本、久保埜、杉原有紀（流通

経済大学）、蔵本葵（東京ヴェルディ／東京）、武友

綾巳（ボーマレーシング・トラソール／福岡）、男子

は、北條、古谷、小田倉、細田、佐藤錬、石塚、大谷

遼太郎（セガサミーホールディングス／埼玉）が出

場予定。

　女子では、佐藤優香が休養のための欠場を決め

ているが、その他の日本のトップ選手は出そろっ

た。上田は「宮崎で2度目の優勝を狙う」と意気軒

昂。これまでの不完全燃焼を晴らす勢いだ。男子

は、古谷が「オフシーズンに入る前の宮崎で、しっ

かりポイントを積み上げたい」と言えば、北條は「今

年はアジアでは戦えたが、世界に出たらボロボロ

だった。だから宮崎では、最低8位に入りたい」と

引き締めた。

　今年の掉尾を飾るビッグレースで、来年への弾

みをつける選手は誰なのか、注目が集まるところ

だ。
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ゴールドコーストでの
パラトライアスロン
世界選手権
　また9月はITU世界パラトライアスロン選手権

（2018／ゴールドコースト）も行われた。

　昨年ロッテルダムで開催された同大会では、谷真

海（サントリー／東京）が優勝して存在を世界にア

ピールした。

　今年は、男女あわせて9名がエントリーし、熱戦を

繰り広げたが、土田和歌子（八千代工業／東京）が

2位、谷が3位となり、優勝することはできなかった。

全成績は、表の通り。

　2020年の東京パラリンピックでは、メダル獲得

への期待がかかるだけに、今後の1年半の選手動向

が気になるところ。今年は、10月28日のITUパラ

トライアスロンワールドカップ（2018／フンシャル）

を残すのみだが、さらなる活躍を期待したい。
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パラトライアスロン世界選手権
（2018／ゴールドコースト）
日本選手結果

女子
PTWC
2位：土田和歌子（八千代工業／東京）
PTS2
6位：秦由加子（マーズフラッグ・稲毛インター／千葉）
PTS4
3位：谷真海（サントリー／東京）
PTVI
8位：円尾敦子（アルケア・グンゼスポーツ／兵庫）

男子
PTWC
8位：木村潤平（社会福祉法人ひまわり福祉会／東京）
PTS2
12位：中山賢史朗（東京ガスパイプライン／東京）
PTS4
4位：宇田秀生（滋賀県トライアスロン協会）
PTS5
10位：佐藤圭一（エイベックス／愛知） 
PTVI
13位：中澤隆（サイネオス.ヘルス・タカラエムシー・
	 インターフィールド・青山トライアスロン倶楽部／東京）




